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所 長 前 川 暢 夫
〔附 記〕
高松英雄先生が突然に下血を来して,京都大学医学部内科第-講座内野拾人教授の診察を受けられ,胸部レ
ントゲン像上右肺下野に異常陰影を発見されたのは,昭和54年4月のことであった｡直に私共の診療科で検査
を行った結果は,私共の最も恐れていたものであったOそれから遂に不幸な転帰を見るまでの約7カ月間,先
生の学会,研究資料及び身辺のすべてにわたって整理に当られた超人的な気力は誠に驚異的なものであった｡
私共は現代の医学の無力を痛感するばかりであったが,先生が一言も苦痛を洩らされない御姿は医療にあたる
すべての者のひとしく感銘を深くした点であった｡
所感を附して心から御冥福を祈るO (前川記)
